
 

 

 

 

 今年度の全国学力学習状況調査（第６学年対象）の結果及び分析についてお知らせいたします。 

                                  （正答率％） 

 

 

 

 
 
 誤答分析などの結果から，各教科の中で重点的に取り組むべき課題とその改善策を次のように設定し，

授業改善に取り組んでいきます。 

 国語科 算数科 理科 

課題 

情報と情報との関係付けの
仕方, 図などによる語句と語句
との関係の表し方を理解して
使用すること 

基本図形に分割することが
できる図形の面積の求め方
を，式や言葉を用いて記述す
ること 

乾電池のつなぎ方な
ど，電流のはたらきに関
する知識を身に付ける
こと 

改善策 

国語科等において，考えをよ
り明確なものにしたり，思考を
まとめたりするために，情報と
情報との関係付けの仕方，図な
どによる語句と語句との関係
の表し方を理解させ，使う場を
設定する。 

全学年において，必要な情
報を丸で囲んだり，アンダー
ラインを引いたりして情報を
整理した上で，問題の意味を
イメージ化して式や言葉を用
いて記述する活動を設定す
る。 

自然の事物・現象と知
識を関係付けたり，予想
と実験を関連付けたり
するために図と語句を
結び付けて表現する活
動を設定する。 

 
【質問紙調査】「自分のはよいところがる」と思っていいる児童は 73.1％（広島県 88.1％，全国 86.9％），

「先生はあなたのよいところを認めてくれている」と肯定的に考えている児童は 73.8％（広島県 93.0％，

全国 92.2％）と自己肯定感などに課題が見られました。一人一人を大切にした心を育てる取組を一層

充実させていきます。一方，「読書が好き」な児童は肯定的評価が 96.7%（広島県 69.7%，全国 69.7%）

と高く，読書時間が 1時間以上の児童の割合は 31.6%（広島県 15.0%，全国 15.2%）となっていまし

た。すぐに本を手にすることができる環境づくりの成果であると考えます。また，「地域の大人に，授業

や放課後などで勉強やスポーツ，体験活動に関わってもらったり，一緒に遊んでもらったりすることがあります

か」の項目では「よくある」と回答した児童が 26.3％（広島県 16.5，全国 16.7）と高くなっていまし

た。保護者や地域の方が地域行事も含め，児童に積極的に関わってくださったり，登下校などで見守っ

てくださったりしているおかげだと感謝しております。 

 

  毎年，６年生は，夏休みの間に安全ポスターを作成しています。

これは，呉市安全会議が市民に安全意識の高揚と安全思想の普及を

図るため募集しているものです。今年も夏休みの暑い中，６年生の

代表児童（河﨑凜香さん・島村優さん・鈴木譲士さん・土村紬さん・

西本知奈さん・藤井結斗さん）が安全ポスターを描きました。今年

は，学校運営協議会を通じて地域の方の協力を得て，作図段階での

ご指導をいただきました。ご協力に感謝いたします。今年は「呉交

通安全協会⾧賞」に選ばれました。表彰式は 10 月 4 日（土）に新日

本造機ホールで行われます。 

 国語科 算数科 理科 

本 校 65.0 55.0 54.0 

広島県 69.0 59.0 59.0 

全 国 66.8 58.0 57.1 

呉市立両城小学校 令和７年９月その２ 

学校教育目標   

        ～心豊かに 自立する～  


